


これをそのまま焙煎して粉砕したら、土や塵も粉砕されて
珈琲粉末に混ざり、湯を注げば珈琲と一緒にコップに注がれ
ることになるわけです。

せっかく手間をかけて美味しい珈琲を飲むなら、珈琲豆も
上等なものを使わないといけません。そのような配慮をした
新商品「奥大山の水で洗った珈琲」が生れました。(写真5)

考えてみれば、鳥取のローカル資源である「奥大山の水」
と「水洗いした珈琲」を繋げ、世間が注目する新ビジネスを
生み出した点が特別賞に相応しいと認められたわけです。

●その先の夢

この特別賞の中身を考えてみました。奥大山の水について、
化学分析のような科学的記載はありません。水の成分に秘密
がないとすれば、水温か水量くらいしか考えようがありませ
ん。

通常の珈琲豆はすでに焙煎が終わり、粉に挽いてあります
から、ここで問題になっている土や埃も入ったままであるこ
とは確かでしょう。

勝負は口にしたときの珈琲の味です。受賞者の説明のよう
に本当においしい珈琲を味わい、これが本物と知った人は、
以後すべて味方になると思われます。

勝負は理屈ではなく、味だと受賞者は述べています。酒で
も料理でも高く評価されているものは同じでしょう。「あの
店の何々は素晴らしい」と評価されたら決まりです。

味覚にはそのような点があります。大切なのは奥大山の水
による珈琲豆の丁寧な洗浄作業でしょうが、評価は本当にお
いしいと感じて珈琲を味わった人の味覚に頼るわけです。

そこが難しい点です。でも、それが新時代のビジネスだと
割り切ることも間違いではないでしょう。現在、土産物は当
然のこと、ふるさと納税の返礼品にも活用されていると聞き
ます。

―――――――――――――――

★企業紹介：奥大山水洗い珈琲合同会社
代表 遠藤明宏

〒689-4423 鳥取県日野郡江府町美用530
TEL 0859－72－3251
URL https://washed-coffee.jp
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(写真4)奥大山の水で珈琲生豆を洗浄する場面
「器に残った汚水に注意」

（授賞式の配布資料から執筆者が作成）

(写真5)奥大山の水洗い珈琲豆の最終製品
「美麗な赤色の袋で人の目を引く」

（受賞資料から執筆者が作成）


